
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









第871回 紫波町農業委員会総会議事録


























令和8年7月17日開催



紫波町農業委員会


第871回紫波町農業委員会総会　議事録

　第871回紫波町農業委員会総会は、令和8年7月17日、紫波町役場に招集された。

1　開催日時　　令和8年7月17日(金）午後1時30分から　午後2時10分

2　開催場所    紫波町役場　302会議室

3  議事日程
日程第1		 　　   議事録署名委員の指名
日程第2               会期の決定
日程第3　報告第1号　農地法第３条の３の規定による農地の相続等の届出について
         報告第2号　農地法第４条に係る許可処分の取消しについて
日程第4  議案第1号　農地法第３条の規定による許可申請に対する許否の決定について
日程第5  議案第2号　農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請につい
　　　　　　　　　 て
日程第6  議案第3号　農地法の適用外証明願に対する可否の決定について
日程第7  議案第4号　農地法第４条の規定による許可申請に対する意見の決定について
日程第8  議案第5号　農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について

　　　1番　蒲生庄平　君　　　3番　大沼仁志　君　　　4番　鈴木芳勝　君
　　　5番　山田　讓　君　　　6番　佐藤武士　君　　　7番　菅川　正　君
　　　8番　髙橋伸夫　君　　　9番　横沢一則　君　 　10番　佐藤廣志　君
　　 11番　工藤姫子　君　　 12番　岡市充司　君

5　欠席委員　（1名）
2番　若菜千穂　君

6　遅刻委員　　な　し

7  紫波町農業委員会会議規則第16条第1項及び第2項の規定により出席した説明員
  　 事務局長　　　　高田　浩一　　君
　　 事務局次長　　　佐藤美智雄　　君
　　 主査　　　　　　大沼　千笑　　君
主任　　　 　　 藤根あけみ　　君

○事務局長（高田浩一君）
　　　ただ今から、第871回紫波町農業委員会総会を開会いたします。
　　　次第に沿って進めさせていただきます。
      最初に、岡市会長よりご挨拶をお願いします。
○会長（岡市充司君）
どうもご苦労様です。先日は農地の日の活動大変お疲れ様でした。大規模な農地の再開発、大規格化の現場や鳥獣被害対策の現場等を見ていただきましたが、委員の皆様はどう感じられたでしょうか。農業者が減少している中、地域で農地を活用していくことができれば、それに越したことはありませんが、それができなければ他地域からの参入もやむを得ないかなと感じています。
昨年の梅雨明けは18日頃で、これは平年より10日早かったのですが、今年はいつになるのでしょうか。今全国で非常に暑い日が続いております。また日本だけでなく世界各地で大雨による洪水や熱波など異常気象による自然災害が発生していますが、これも地球温暖化の影響なのかとも思われます。
それでは暑い中ですが、今期最後となります農業委員会総会審議よろしくお願いいたします。

○事務局長（高田浩一君）
　　　ありがとうございました。
総会の進行につきましては、紫波町農業委員会会議規則第9条により、会長が議長
の任に当たることになってございますので、以後の進行につきましては議長にお願いいたします。

○議長（岡市充司君）
　　　慣例により紫波町農業委員会憲章を朗読いたしますので、委員の皆様はご起立をお願いします。
　　　私が前文を朗読しますので、委員の皆様は各項目についてご唱和をお願いします。
　　　（憲章を唱和）

○議長（岡市充司君）
　　　ただ今の出席委員は11名であります。定足数に達しておりますので、総会は成立いたしました。欠席通告は、2番 若菜千穂委員であります。

○議長（岡市充司君）
　　　直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。日程に入るに先立ち業務報告を行います。事務局から業務報告を求めます。
　　　高田事務局長。
○事務局長（高田浩一君）
　　　それでは議案1ページをお開きください。
（業務報告書朗読）
○議長（岡市充司君）
　　　以上で業務報告を終わります。
　　　これより本日の議事日程に入ります。

○議長（岡市充司君）
      日程第1　議事録署名委員の指名を行います。
　　　議事録署名委員は、紫波町農業委員会会議規則第30条の2の規定により、議長において7番 菅川正委員、8番 高橋伸夫委員を指名いたします。
○議長（岡市充司君）
　日程第2　会期の決定を議題といたします。
      お諮りいたします。本総会の会期は、本日一日間といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）

○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって会期は本日一日間と決定いたしました。なお、会期中の審議予定については、お手元に配付いたしましたとおりですので、ご了承願います。

○議長（岡市充司君）
     　日程第3  報告に入ります。
紫波町農業委員会会長等の専決に関する規程第2条第1項の規定により、専決処分
した件数が23件ありますので、同条第2項の規定により報告いたします。
報告第1号　農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について
報告第2号　農地法第4条に係る許可処分の取消しについて
事務局の説明を求めます。
藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
　　　報告第2号 農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出がについて提出されましたのでご報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
報告第2号、農地法第4条の規定による許可処分に係る取消しについて、次のとおり取消処分通知があり専決しましたので報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
	以上で報告を終結いたします。
○議長（岡市充司君）
　　　日程第4　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
農地法第3条の規定による許可申請がございました。付議番号１番からご説明いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
　　　ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議していますので、佐藤農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
[bookmark: _Hlk78807501]報告いたします。議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する許否の決定について」、農地調整小委員会での審議経過を報告します。
付議番号１番及び２番の譲受人は同一です。譲受人は農地の拡大を希望しており、貸借契約の終了に伴い譲受人より購入を申し出たものです。農機具一式も所有しており耕作に支障はないものと思われます。
３番の譲受人は譲渡人の父の代であった十数年前より当該土地の耕作を行っており、その土地が贈与されるものです。家族も農業従事しており問題はありません。
４番は譲受人の祖母の代から自家用野菜畑として借りていた土地の贈与です。譲渡人が高齢となっており、所有を明確にしたいという希望によるものです。孫の代になってもしっかり耕作されていることから、今後も支障はないと思われます。
５番は兄弟間の贈与です。譲受人である弟の住居と譲渡人である兄が所有する当該土地は隣接しており、管理上の問題はないと思われます。
６番の譲渡人は県外在住で、相続により当該土地を取得しました。以前より被相続人と譲受人の母の間で貸借契約が行われていたこともあり、譲渡することとなったものです。
７番は親族間での贈与です。譲渡人に耕作可能な後継者がいないため、親族である譲受人に贈与するものです。譲受人は産直へ出荷しており、休日に手伝いが可能な家族もいるため、経営に支障はないと思われます。
８番は地元の保育施設の給食材料とする野菜を栽培することを目的として譲渡が行われるものです。納入先が決まっていること、地元の営農組合の協力を受けていることから運営に支障はないと思われます。
９番の譲渡人は健康上の理由により農業従事が出来ないため、譲受人に譲渡するものです。譲受人は家業である建設業を後継者に譲り、農業従事時間の確保が出来るようになっています。対象土地では山菜、果樹を計画しており、乗用草刈機の準備もしています。
農地調整小委員会では、この案件は農地の最適化を図るものとして、地域との調和要件についても、問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議案件です。
○議長（岡市充司君）
      佐藤小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって、議案第1号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
日程第5　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請につ
いて、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について、今回は１件となります。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
      ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、佐藤農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号１番は以前より別の借受人と相対契約を行っていた土地です。契約満了後に前借受人が亡くなったため、今回より本件の借受人が耕作を行うこととなったものです。借受人は農機具一式を所有しており大型農機具一式を所有していることから耕作に支障はないと思われます。
今回の案件は、地域の担い手として営農継続性が認められ、地域との調和要件についても問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議経過です。
○議長（岡市充司君）
      佐藤小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第2号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　日程第8　議案第5号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、を議
題といたします。
事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長。
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第5号、農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、内容を説明いたします。議案書は、11ページ12ページをご覧ください。また、別添調査資料につきましては、17ページから20ページとなりますので、併せてご覧ください。申請件数は7件です。
（議案書朗読）
本案件につきましては、7月15日に現地調査を行っております。証明願に対する可否の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施していますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
　現地調査の結果を報告いたします。事務局次長、私、推進委員の藤原君、水分の菅原君と４名で現地調査をして参りました。
付議番号１番につきましては、役場近くの住宅街の一角であります。庭木を植えた形で利用しております。それを今回宅地にして処分したいという計画があるようです。周りは住宅地になっております。何ら支障はないと見て参りました。
付議番号２番、３番、４番につきましては、彦部４５６号線沿いにある、紫波橋を渡ってすぐ南に行った自動車会社の後ろの方にありますが、西側には北上川の堤防があり、工場用地と堤防の間にある農地となっておりました。現在耕作は行われていなかった、不明地となっておりまして、それを今回改めて変更したいと申請がありました。
付議番号５番につきましては、■■の地域なわけですが、現在住宅は取り壊されて更地になっている。そしてその一角に田という形でとして残っているところを宅地にしたいということでございます。何ら地域に影響はないと見て参りました。
７番につきましては、１番のように一体として利用している宅地でございまして、何ら周りに影響はないと現地調査して参りました。
　以上が現地調査の結果になります。よろしくご審議お願いいたします。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
11番。
○11番（工藤姫子君）
　　　付議番号２番、３番、４番に対してですけれども、先ほど自動車整備工場の第三者が使用していたというお話でしたが、知っていて使っていたものか、測量する際に判明したものか。
○議長（岡市充司君）
　　　　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　　測量がありまして、所有者が明らかになったということで、今回明らかになったものです。
○議長（岡市充司君）
　　　　よろしいですか。納得していないようですけれども。もともと不明地だった。
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　　もともと不明地で、敷地の延長で知らないで使っていたというのが実態のようです。
○議長（岡市充司君）
　　　　田舎ではよくある。よろしいですか。他にございませんか。
      　質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第３号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第３号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　日程第7　議案第4号 農地法第4条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第4号、農地法第4条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を説明いたします。議案書は13ページをご覧ください。申請件数は1件です。別添調査資料は21ページから23ページになります。
（議案書朗読）
本案件につきましては、7月15日に現地調査を行っております。調査書に記載のとおり、農地転用に必要な要件は満たしていると思われますが、申請に対する本会意見の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。説明は以上です。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
　　　報告いたします。前案件と同じ形で現地調査を行って参りました。場所は■■支所から東に300メートルくらい下がった地域でございまして、隣接地の間に残った農地でありまして、すぐ隣は神社の敷地になっておりました。そこを駐車場にしたいということでございます。５条にも関連する案件でございますが、周りには支障がないと見て参りました。以上が現地調査の結果でございます。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第4号 農地法第4条の規定による許可申請に対する意見の決定については、原案のとおり許可相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第4号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　日程第8　議案第5号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第6号、農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を説明いたします。議案書は14ページをご覧ください。申請件数は2件です。内訳は売買が1件、使用貸借が1件です。別添調査資料は24ページから29ページになります。
（議案書朗読）
以上、2案件につきましては、7月15現地調査を行っております。各案件とも調査書に記載のとおり、農地転用に必要な要件は満たしていると思われますが、申請に対する本会意見の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。説明は以上です。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
10番委員。
○10番（佐藤廣志君）
　報告いたします。同じく4名で現地調査を実施して参りました。
　付議番号１番につきましては、日詰駅、中央駅の間、■■■■■■■の通りになるわけですが、南の方に行きますと、新幹線が上の方で交差するわけですが、その近くの道路に挟まれた土地でありまして、住宅地の中にある残った農地であります。周りに支障はないと見て参りました。
　付議番号２番につきましては、議案第4号の第4条の駐車場と同じ土地になっておりまして、併せて家を建てるというふうに聞いております。農地はこの一角だけでありまして、東の方は神社の敷地になっておりまして、何ら問題はないと判断して参りました。
　以上が現地調査の結果でございます。ご審議よろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第5号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定については、原案のとおり許可相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第5号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　以上、本日予定しておりました日程のすべてを終了いたしました。
　　　これをもちまして、第871回紫波町農業委員会総会を閉会いたします。


午後2時10分　　閉　会
　　　　

紫波町農業委員会会議規則第30条第2項の規定により署名する。
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